
  

日本水道新聞社の月刊雑誌： 

水道公論 62（３）: 69-78, 2026 年 3 月号 

雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

戦
後
、
素
人
で
は
難
し
い
薬
品
処
理
の
急
速
ろ
過
が
普
及
し
、
日
本
の
指
針
が
厚
く
な
っ
た
。 

日
本
の
指
針
は
、
急
速
ろ
過
処
理
の
指
針
で
、
緩
速
ろ
過
の
指
針
で
な
い
。 

日本の水道業界は、緩速ろ過処理を無視しているみたいだ。 

戦前は主流であったのに。どこかおかしい。 



  1980 年、ブラジルのサンパウロ大のベルナルドは、薬品を使わな
い濁り水対策で、上向流粗ろ過の実験をした。 

生
物
群
集
が
活
躍
す
る
な
ら
、
お
い
し
い
水
が
で
き
る
。 

何
と
か
し
て
「
生
で
お
い
し
い
水
道
水
」
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

薬品処理の急速ろ過で、水道法で「飲み水」と書かれているが、国民は、水道水を飲ま

なくなった。それは、薬品処理の浄化処理が原因だ。 

生
物
浄
化
法
な
ら
、
過
疎
の
村
で
も
、
簡
単
に
安
全
な
飲
み
水
を
つ
く
れ
る
。 



   
2014 年、念願の国際緩速ろ過会議を名古屋市で開催してもらった。 

世界中の緩速濾過に興味がある研究技術者が集まった。どういう訳か、残念だが、

最新の日本水道協会の指針にも緩速ろ過の解説がほとんどない。無視されている。 

損
失
（
水
面
差
）
は
ろ
過
速
度
に
比
例
し
た
。
ろ
過
抵
抗
指
標
で
な
い
。 

国
際
研
修
で
は
、
モ
デ
ル
で
仕
組
み
を
解
説
し
た
。
濁
り
対
策
は
上
向
流
粗
ろ
過
が
良
い
と
勧
め
た
。 

大正 12 年に作られた上田市の浄水場。まだ、現役だ。 
電気を使わない。手動のハンドルで操作する。 



  

ア
メ
リ
カ
で
、
急
速
ろ
過
の
浄
水
場
を
通
過
し
た
ク
リ
プ
ト
原
虫
で
の
大
規
模
な
集
団
下
痢
事
故
が
あ
っ
た
。 

アメリカ水道協会の緩速ろ過研修があり、日本から私が参加した。ろ過池を見

て、大変に驚いた。これでも良いのかと思った。 

テ
ム
ズ
水
道
で
、
上
田
で
の
研
究
で
、
藻
と
微
小
動
物
の
活
動
を
解
説
し
た
。 

緩速ろ過処理を研究すると、どうしても、その処理が完成したテムズ水道を訪問したくなる。 

スペインでの国際陸水学会の前に 1992 年 8 月に訪問した。 



  

調
査
は
、
グ
ラ
ハ
ム
先
生
と
の
共
同
調
査
だ
っ
た
が
、
日
本
側
の
審
査
員
は
不
採
択
だ
っ
た
。 

中本が調査していた、1994 年から 1995 年、テムズ水道は、ろ過速度を変えて、ろ過水の溶存

酸素濃度の関係を調べていたのを、後で知った。その後、テムズ水道は生物群集の活性を考えて、

ろ過速度を速くしていたのがわかった。 

私は、どうしても、ロンドンのテムズ水道のろ過池での藻の発達を調べたくなり、英国

からの助成金を得て、季節変化を調査した。冬は、観光シーズンでないので、学生を誘

っても、良い返事がなかった。一人では、調査は大変。そこで、高校生の二人の娘をお

手伝いとして誘って、調査した。 

２
０
０
６
年
に
再
訪
し
た
ら
、
ろ
過
速
度
を
速
く
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
デ
ー
タ
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。 



  

基
準
の
水
で
な
く
、
本
当
に
お
い
し
い
水
は
、
生
物
群
集
が
活
躍
し
た
緩
速
ろ
過
の
水
。 

2010 年には英国スコットランドのグラスゴー大のドレア助教授に頼まれ、グラスゴー大

で講演、また、ロンドン大（University College of London）でも講演をした。 

私は、何とか、日本の水道界の人に、生物処理を理解してもらうように、月刊「水」と言う

雑誌で解説をした。その投稿文は、QR コードから読める。 

高
崎
市
に
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
大
き
な
醸
造
工
場
が
あ
っ
た
。
浄
水
場
で
凝
集
剤
を
使
う
と
、

水
質
が
悪
い
と
い
い
、
水
道
水
を
使
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。 



  
テムズ水道では、水を抜いて砂面を削り取りは、生物群集を除くので、良くないと判断した。

そこで、水を抜かないで砂面上に蓄積した汚れを、水中掃除機みたいので、吸引除去する実験

をしている。 

「
中
本
は
、
い
つ
で
も
訪
問
し
て
良
い
、
歓
迎
す
る
」
と
い
う
理
由
が
わ
か
っ
た
。 

チ
ッ
プ
ス
か
ら
の
メ
ー
ル
で
、
私
の
解
説
後
、
テ
ム
ズ
水
道
は
酸
素
を
測
定
し
だ
し
た
と
教
え
て
く
れ
た
。 

ロンドン経由でスコットランドに行くので、ロンドンのテムズ水道を訪問した。そしたら、マイクは、

もうすぐ退職するので、チップス主任研究員を紹介してくれた。彼は、私が 1992 年 8 月にテムズ

水道で話をした時に、私の話を聞いていたみたいだった。 



  広島県の県庁講堂で、多くの水道関係者を集めて

くれ、「現代に通用する古い技術の緩速ろ過の再認

識」の話を、1997 年 11 月 21 日した。この時、

50ページの資料を配り一人で4時間も解説した。 

２
０
２
２
年
に
、
や
っ
と
、
実
験
を
し
て
く
れ
た
。 

ど
う
も
、
凝
集
剤
は
必
要
な
い
か
も
と
感
じ
て
く
れ
た
。 

上田市の染屋浄水場は 100 年前から戦前は、千曲川の濁りがない伏流水を水源
としていた。戦後、支流の神川から表流水を取水しだした。濁り水が来るので、
凝集剤を使いだした。また、殺藻剤も使いだした。 

中
本
は
、
殺
藻
剤
は
い
け
な
い
と
助
言
し
、
止
め
た
が
、
凝
集
剤
は
使
い
続
け
て
い

た
。
そ
れ
も
止
め
る
よ
う
に
と
言
い
続
け
て
い
た
。 

2019.9.４.  
高崎市の場長に 
来てもらった。 

その後、コロナ
が流行したが、
実験を検討し、
2022 年に実
験してくれた。 



  
瀬野さんは岡山県津山市で、無処理の水を飲んでいた集落に、安全な水をと相談を受け、村人が

維持管理できるようにと、上向流粗ろ過と緩速ろ過で、安全な水を供給する施設を完成させた。 

瀬
野
さ
ん
と
私
を
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
後
保
屋
野
さ
ん
と
一
緒
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
水
道
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
設
立
す
る
と
、
新
潟
県
見
附
市
か
ら
濁
り
対
策
の
相
談
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
上
向
流
粗
ろ
過
の
実
験
を
し
た
。 

岡山県哲多町の簡易水道でクリプト原虫がでたと問題になっていた。その相談を受けた瀬野さ

んは、広島での私の資料を見て、緩速ろ過なら大丈夫と思った。そこで、厚労省は、膜処理を

勧めていたが、地方では、維持管理が楽で、経費がかからない緩速ろ過施設をつくった。 



  生物浄化法の考えを実践し、実績をあげてきたのは NPO 地域水道支援センターの仲間である。 

センターは 2026 年 10 月下旬に岡山県新見市でセミナーを開催する。是非、このセミナーに

参加し、実施するためのノウハウを実感してください。 

地
方
水
道
を
救
う
た
め
に
は
、
上
向
流
粗
ろ
過
と
緩
速
ろ
過
（
生
物
浄
化
法
）
が
良
い
。 

日
本
の
指
針
に
、
生
物
浄
化
法
の
解
説
が
な
い
の
が
い
け
な
い
。 

NPO 地域水道支援センターの仲間は、小規模水道を

普及させようと、冊子をつくった。 


